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令和５年度
第１回 介護サービス事業所向け研修

～介護事故の防止などについて～

与 薬 事 故

高知市介護保険課 事業係
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３

皆様こんにちは。
私はとある介護施設で働いている

介護職員です。



先日、私が勤める施設で
大変悲しい出来事がありました…



介護職員

Aさん

朝食後、認知症のあるAさんや他の入居者の
服薬介助に入ろうとしていたところ…



廊下でBさんが転倒してしまいました。



介護職員

朝食後、認知症のあるAさんや他の入居者の
服薬介助に入ろうとしていたところ…

Bさん

廊下でBさんが転倒してしまいました。それを見て焦った私は、
急いで転倒したBさんの元へ向かいました。



この時…私はAさんや他の入居者の薬を、
Aさんの席に置きっぱなしにしていました。



Aさん

私が転倒したBさんの対応を終え、Aさんの元に戻ると、
Aさんの薬の袋だけでなく

他の入居者の薬の袋も空になっていました。

介護職員



Aさん

介護職員

Aさんに話を聞くと、
Aさんはテーブルに置いてあった他の入居者の薬を
自分の薬だと思い込み、飲んでしまったようです。



Aさん

介護職員

後でわかったことですが、Aさんが飲んでしまったのは…



禁忌薬でした



私はすぐに看護職員を呼び、
Aさんが複数の入居者の薬を一緒に飲んでしまった

ことを報告しました。

介護職員



介護職員

看護職員はAさんの状態が非常に悪いことを確認し、
大至急病院に連れていく必要があると判断しました。



そして、Aさんはすぐに救急搬送されました。



救急車が病院に到着した頃には、
Aさんの状態はさらに悪化しており、結果的に
Aさんは入院することになってしまいました。



介護職員

Aさんが入院することを知った私は、
自分の行動を後悔し、責任を感じていました。



介護職員

Aさんが入院することになってしまった。
転倒したBさんの対応は、他の職員に

任せるべきだったかな…。



介護職員

Aさんが入院することを知った私は、
自分の行動を後悔し、責任を感じていました。
急いでいたとはいえ、薬は離れたところに置くか、

自分で持っておけばよかった…。



介護職員 市職員
事故
報告書

事故報告書を提出しに来ました。
よろしくお願いします。

後日、私は市役所に
事故報告書を提出しに行きました。



介護職員 市職員
事故
報告書

事故報告書を提出しに来ました。
よろしくお願いします。



介護職員 市職員事故
報告書

事故報告書を提出しに来ました。
よろしくお願いします。

事故報告書のご提出、ありがとうございます。
なるほど…。このような事故があったのですね。



数日後…



３

皆様こんにちは。
先日、事故報告書を受け取った市職員です。

市職員



３

皆様こんにちは。
先日、事故報告書を受け取った市職員です。

市職員

事故報告書を受け取った数日後、
その事故があった施設の施設長から電話があり、



３

市職員

Aさんの入院が長引いていることや、
介護職員が今も事故のことを後悔し、
落ち込んでいることを聞きました。



３

市職員

この事故の事例を見て、
皆様はどう思われましたか？

市としては、
『入居者と介護職員の双方が
苦しむことになってしまった』

と思います。

このような事態を防ぐために、あらためて皆様と
『介護事故の防止』

について考えていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。



皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

高
知
市
介
護
保
険
課
事
業
係
で
す
。

今
回
は
、
与
薬
事
故
の
防
止
な
ど
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

生
徒

生
徒

令和５年度
第１回 介護サービス事業所向け

研修

～介護事故の防止などについて～

与 薬 事 故

よ
ろ
し
く

お
願
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し
ま
す
！

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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そ
れ
で
は
ま
ず
、
【
介
護
事
故
の
種
類
】

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

え
ー
っ
と
、
利
用

者
が
施
設
を
出
て

し
ま
う
【
離
設
】

と
か
。

あ
と
、
薬
の
服
用

間
違
い
や
服
用
抜

か
り
で
し
ょ
う

か
。

介護事故の種類

介
護
事
故
と
い
っ
て
も
色
々
な
種
類
が
あ
り
、

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
転
倒
事
故
で
す
が
、

他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？



そ
う
で
す
ね
。
他
に
も
、

食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
口
に
す
る
異
食
や
、

熱
い
お
茶
な
ど
に
よ
る
熱
傷
な
ど
、

色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

事故の種類 状況等（例）

転 倒
独歩時に廊下で転倒
介助中に利用者と介助者が一緒に転倒 等

転 落
ベッドから転落
階段から転落 等

誤嚥・窒息
食べ物を喉に詰まらせる
餅を喉に詰まらせて窒息 等

誤 飲
洗剤を飲み込む
消臭剤を飲み込む 等

異 食
オムツを食べる
新聞紙を口に入れる 等

誤薬・与薬もれ等
服薬抜かり
他者の薬を服用する 等

医療処置関連 チューブ抜去 等

離 設 無断で施設から外に出て行く 等

熱 傷 熱いお茶が体にかかり火傷する 等

利用者同士の
トラブル

利用者同士がケンカし受傷する 等

紛失・破損
利用者の財布が無くなる
施設の備品を壊した 等



事故の種類 状況等（例）

転 倒
独歩時に廊下で転倒
介助中に利用者と介助者が一緒に転倒 等

転 落
ベッドから転落
階段から転落 等

誤嚥・窒息
食べ物を喉に詰まらせる
餅を喉に詰まらせて窒息 等

誤 飲
洗剤を飲み込む
消臭剤を飲み込む 等

異 食
オムツを食べる
新聞紙を口に入れる 等

誤薬・与薬もれ等
服薬抜かり
他者の薬を服用する 等

医療処置関連 チューブ抜去 等

離 設 無断で施設から外に出て行く 等

熱 傷 熱いお茶が体にかかり火傷する 等

利用者同士の
トラブル

利用者同士がケンカし受傷する 等

紛失・破損
利用者の財布が無くなる
施設の備品を壊した 等

こ
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

【
事
故
】
と
な
る
こ
と
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。



令
和
4

年
度
の
事
故
報
告
で
一
番
多
い
の
は
、

転
倒
・
転
落
で
す
。

ち
な
み
に

高
知
市
で
は
、

ど
の
種
類
の

介
護
事
故
が

多
い
の
で
す
か
？

転倒・転落 309件

与薬事故 289件

離設 35件

誤嚥・誤飲 20件



転倒・転落 309件

与薬事故 289件

離設 35件

誤嚥・誤飲 20件

次
に
多
い
の
が
、
与
薬
事
故
で
す
。



転倒・転落 309件

与薬事故 289件

離設 35件

誤嚥・誤飲 20件

そ
の
次
に
多
い
の
が
離
設
、

誤
嚥
・
誤
飲
で
す
。



事故件数

令和元年度
転倒・転落
303件

与薬事故
293件

離設
34件

誤嚥・誤飲
11件

令和2年度
転倒・転落
320件

与薬事故
254件

離設
40件

誤嚥・誤飲
22件

令和3年度
転倒・転落
330件

与薬事故
306件

離設
30件

誤嚥・誤飲
17件

令和4年度
転倒・転落
309件

与薬事故
289件

離設
35件

誤嚥・誤飲
20件

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
4

年
度

ま
で
の
事
故
報
告
を
見
て
み
る
と
、

1位 2位 3位 4位



事故件数

令和元年度
転倒・転落
303件

与薬事故
293件

離設
34件

誤嚥・誤飲
11件

令和2年度
転倒・転落
320件

与薬事故
254件

離設
40件

誤嚥・誤飲
22件

令和3年度
転倒・転落
330件

与薬事故
306件

離設
30件

誤嚥・誤飲
17件

令和4年度
転倒・転落
309件

与薬事故
289件

離設
35件

誤嚥・誤飲
20件

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
4

年
度

ま
で
の
事
故
報
告
を
見
て
み
る
と
、

1位 2位 3位 4位

本
当
で
す
ね
！

転
倒
・
転
落
と
与
薬
事
故
は
、

常
に
1

位
・
2

位
を
占
め
て
い
ま
す
。



そ
の
た
め
、

第
１
回
目
の
研
修
で
は
【
与
薬
事
故
】
、

第
２
回
目
の
研
修
で
は
【
転
倒
・
転
落
事
故
】

を
取
り
上
げ
ま
す
。

与薬事故
転倒・転落事故



具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
そ
も
そ
も

介
護
事
故
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
は

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

う
ー
ん…

１
０
０
％
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

７

職
員
が
24

時
間
ず
っ

と
付
き
っ
き
り
な
ん

て
で
き
な
い
し…



具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
そ
も
そ
も

介
護
事
故
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
は

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

事故は
いつでも

起こり得るもの

７

そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
、

【
事
故
は
い
つ
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
】

と
認
識
す
る
事
が
重
要
で
す
。



具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
そ
も
そ
も

介
護
事
故
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
は

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

う
ー
ん…

１
０
０
％
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

事故は
いつでも

起こり得るもの

７

職
員
が
24

時
間
ず
っ

と
付
き
っ
き
り
な
ん

て
で
き
な
い
し…

わ
か
り
ま
し
た
！

そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
、

【
事
故
は
い
つ
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
】

と
認
識
す
る
事
が
重
要
で
す
。

・
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

・
事
故
が
起
き
て
も
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

・
損
害
を
軽
く
済
ま
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、
お
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。



本
市
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、

与
薬
事
故
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、

特
に
誤
薬
と
与
薬
漏
れ
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
与
薬
事
故
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

与薬事故

９

与薬事故の種類 状況等（例）

誤 薬
昼食後に朝食後薬を服用
他者の薬を服用 等

与薬漏れ
朝食後の薬の飲み忘れ
インシュリン注射抜かり 等

落 薬 錠剤が床に落ちていた 等

重複服用
食後薬を服用しているのにまだ
服用していないと判断して同じ
薬をもう一度服用させる 等

服
用
前
の
薬
の
確
認
漏
れ
が
、

主
な
原
因
の
よ
う
で
す
。



本
市
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、

与
薬
事
故
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、

特
に
誤
薬
と
与
薬
漏
れ
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

与薬事故

９

与薬事故の種類 状況等（例）

誤 薬
昼食後に朝食後薬を服用
他者の薬を服用 等

与薬漏れ
朝食後の薬の飲み忘れ
インシュリン注射抜かり 等

落 薬 錠剤が床に落ちていた 等

重複服用
食後薬を服用しているのにまだ
服用していないと判断して同じ
薬をもう一度服用させる 等

服
用
前
の
薬
の
確
認
漏
れ
が
、

主
な
原
因
の
よ
う
で
す
。

担
当
職
員
に
確
認
漏
れ
の
責
任
を
問
う

よ
り
も
、
与
薬
事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
に

原
因
を
分
析
し
、
再
発
防
止
策
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。



事
業
所
を

①
訪
問
系
、
②
通
所
系
、
③
入
所
・
入
居
系

の
3

つ
に
分
け
て
み
る
と
、

与
薬
事
故
は
、

ど
の
事
業
所
で
も

同
じ
く
ら
い

起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
か
？

①訪問系
：巡回訪問、訪問リハ、訪問介護など

②通所系
：通所リハ、地域通所、小規模居宅
など

③入所・入居系
：医療院、認知症グループホームなど



与
薬
事
故
は
、

ど
の
事
業
所
で
も

同
じ
く
ら
い

起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
か
？
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与薬事故件数

①訪問系 ②通所系 ③入所・入居系

与
薬
事
故
は

③
入
所
・
入
居
系
の
事
業
所

で
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。



入
所
・
入
居
系
の
事
業
所
は

他
の
事
業
所
よ
り
も
定
員
数
が
多
く
、

入
居
者
が
施
設
で
過
ご
さ
れ
る
時
間
も
長
い

こ
と
か
ら
、

与
薬
事
故
が
起
こ
る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

入
所
・
入
居
系
の
事
業
所
で

与
薬
事
故
が
多
い
の
は
、

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
？



ち
な
み
に
、
令
和
4

年
度
に
お
い
て
、

与
薬
事
故
が
最
も
多
い
時
間
帯
は

午
前
8

時
で
す
。

令和4年度 与薬事故

時間帯：午前8時

発生場所：食堂等共用部



令和4年度 与薬事故

時間帯：午前8時

発生場所：食堂等共用部

ま
た
、
与
薬
事
故
が
最
も
多
く

起
こ
っ
て
い
る
場
所
は

食
堂
等
共
用
部
で
す
。



ち
な
み
に
、
令
和
4

年
度
に
お
い
て
、

与
薬
事
故
が
最
も
多
い
時
間
帯
は

午
前
8

時
で
す
。

食
堂
で
事
故
が
多
い
の
は
、

内
服
薬
を
食
前
・
食
後
に

食
堂
で
服
用
す
る
こ
と
が

多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

令和4年度 与薬事故

時間帯：午前8時

発生場所：食堂等共用部

午
前
8

時
に
多
い
の
は…

う
～
ん
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
与
薬
事
故
が
最
も
多
く

起
こ
っ
て
い
る
場
所
は

食
堂
等
共
用
部
で
す
。

こ
の
時
間
帯
や
場
所
で
の
与
薬
事
故
が

多
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？



こ
の
時
間
帯
は
、
夜
勤
明
け
の
職
員
さ
ん
や
、

早
出
の
職
員
さ
ん
の
み
に
な
り
、

手
薄
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

７

①手薄な状態



７

①手薄な状態

②食事前後の忙しい
時間帯

ま
た
、
利
用
者
の
内
服
薬
は

食
前
・
食
後
に
飲
む
こ
と
が
多
い
た
め
、

与
薬
は
食
事
前
後
の
忙
し
い
時
間
帯
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



こ
の
時
間
帯
は
、
夜
勤
明
け
の
職
員
さ
ん
や
、

早
出
の
職
員
さ
ん
の
み
に
な
り
、

手
薄
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

７

な
る
ほ
ど
！

①手薄な状態

②食事前後の忙しい
時間帯

ま
た
、
利
用
者
の
内
服
薬
は

食
前
・
食
後
に
飲
む
こ
と
が
多
い
た
め
、

与
薬
は
食
事
前
後
の
忙
し
い
時
間
帯
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
8

時
頃
に
与
薬
事
故

が
多
く
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



７

＜原因分析・再発防止策＞
で
は
次
に
、
与
薬
事
故
の

原
因
分
析
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



７

①利用者要因

②職員要因

③環境要因

＜原因分析・再発防止策＞
で
は
次
に
、
与
薬
事
故
の

原
因
分
析
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
原
因
や
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

考
え
る
際
に
は
、

①
利
用
者

②
職
員

③
環
境

こ
の
3

つ
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
い
う

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。



＜原因分析＞
・服薬マニュアルが守られていなかった
・ダブルチェックができていなかった
・職員が油断していた

＜再発防止策＞
・服薬マニュアルの周知・徹底
・ダブルチェックの周知・徹底
・再度、職員への指導を行う

こ
こ
で
、
高
知
市
に
提
出
さ
れ
る
事
故
報
告
書
に

よ
く
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



＜原因分析＞
・服薬マニュアルが守られていなかった
・ダブルチェックができていなかった
・職員が油断していた

＜再発防止策＞
・服薬マニュアルの周知・徹底
・ダブルチェックの周知・徹底
・再度、職員への指導を行う

こ
こ
で
、
高
知
市
に
提
出
さ
れ
る
事
故
報
告
書
に

よ
く
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
の
欄

が
一
言
で
終
わ
っ
て
お
り
、
定
型
文
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。



＜原因分析＞
・服薬マニュアルが守られていなかった
・ダブルチェックができていなかった
・職員が油断していた

＜再発防止策＞
・服薬マニュアルの周知・徹底
・ダブルチェックの周知・徹底
・再度、職員への指導を行う

こ
こ
で
、
高
知
市
に
提
出
さ
れ
る
事
故
報
告
書
に

よ
く
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
の
欄

が
一
言
で
終
わ
っ
て
お
り
、
定
型
文
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
「
服
薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
原
因
分
析
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。



＜原因分析＞
・服薬マニュアルが守られていなかった
・ダブルチェックができていなかった
・職員が油断していた

＜再発防止策＞
・服薬マニュアルの周知・徹底
・ダブルチェックの周知・徹底
・再度、職員への指導を行う

こ
こ
で
、
高
知
市
に
提
出
さ
れ
る
事
故
報
告
書
に

よ
く
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
の
欄

が
一
言
で
終
わ
っ
て
お
り
、
定
型
文
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
「
服
薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
原
因
分
析
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
服
薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
記
載
の
み
だ
と
、

具
体
的
に
「
何
が
、
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
に
く
い
た
め
で
す
。



冒
頭
で
は
、
認
知
症
の
あ
る
入
居
者
の
Ａ
さ
ん

が
他
の
入
居
者
の
薬
も
飲
ん
で
し
ま
い
、

結
果
的
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が…



冒
頭
で
は
、
認
知
症
の
あ
る
入
居
者
の
Ａ
さ
ん

が
他
の
入
居
者
の
薬
も
飲
ん
で
し
ま
い
、

結
果
的
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が…

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
３
つ
の
視
点
か
ら
、

事
故
の
原
因
や
再
発
防
止
策
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
利
用
者
要
因
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
日
頃
か
ら

目
に
入
っ
た
も
の
を
口
に
入
れ

て
し
ま
う
傾
向
が

Ａ
さ
ん
に
あ
っ
た
の
な
ら
、

そ
れ
が
要
因
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。



60

そ
う
で
す
ね
。
入
居
者
の
Ａ
さ
ん
は

認
知
症
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

目
に
入
っ
た
も
の
を
口
に
入
れ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

利用者要因：認知症もあり、目に入ったものを
何でも口に入れてしまう
傾向にあった

再発防止策：Aさんの周りには、薬など
口に入れられる大きさの
物を置かない 等
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利用者要因：認知症もあり、目に入ったものを
何でも口に入れてしまう
傾向にあった

再発防止策：Aさんの周りには、薬など
口に入れられる大きさの
物を置かない 等

利
用
者
要
因
と
い
う
視
点
か
ら
は
、

例
え
ば
こ
の
よ
う
な
対
応
が
有
効
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。



職
員
要
因
は…

慌
て
て
い
た
と
は

い
え
、
薬
を
Ａ
さ
ん
の
席
に

置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

薬
を
ど
こ
か
離
れ
た
と
こ
ろ
に

置
い
て
お
く
方
が

よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
職
員
要
因
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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そ
う
で
す
ね
。
職
員
要
因
と

再
発
防
止
策
の
一
例
を
お
示
し
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

職員要因：他の利用者が転倒したことで
慌てており、
薬を置きっぱなしにしたまま
利用者の元を離れてしまった

再発防止策：薬は席に置かず、自分で持っておくか
利用者から離れた場所に置く
可能な場合、服薬介助中のトラブルの対応
は他の職員に任せる 等



環
境
要
因
は…

転
倒
し
た
Ｂ
さ
ん
の
対
応
が
で

き
る
他
の
職
員
が
い
な
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

た
だ
、
ど
う
し
て
も

人
員
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
。

最
後
に
、
環
境
要
因
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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そ
う
で
す
ね
。
人
員
不
足
は
す
ぐ
に

解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
当
面
の
間
は

少
な
い
人
員
で
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

工
夫
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

環境要因：職員が服薬介助をしているときに
別のトラブルがあったが、
それに対応できる他の職員がいなかった

再発防止策：（人員体制の充実はすぐには難しいため）
利用者の手の届かない場所に
薬などを一時的に置いておくための
スペースを作る 等



こ
こ
ま
で
、
与
薬
事
故
の

原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

皆
様
と
と
も
に
考
え
て
き
ま
し
た
が…

７

＜原因分析・再発防止策＞

①利用者要因

②職員要因

③環境要因



原因分析や再発防止策に
『正解』

はありません！



だ
か
ら
こ
そ
、
皆
様
に
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た

３
つ
の
視
点
を
参
考
に
し
つ
つ
、

様
々
な
視
点
か
ら

事
故
の
原
因
や
防
止
策
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
！



だ
か
ら
こ
そ
、
皆
様
に
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た

３
つ
の
視
点
を
参
考
に
し
つ
つ
、

様
々
な
視
点
か
ら

事
故
の
原
因
や
防
止
策
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
！

わ
か
り
ま
し
た
！

そ
し
て
何
よ
り
、

「
利
用
者
や
介
護
職
員
の
た
め
に
」

と
い
う
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！



こ
こ
ま
で
、

与
薬
事
故
の
防
止
な
ど
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

お
話
は
以
上
に
な
り
ま
す
。

まとめ
与
薬
事
故
や
、

そ
の
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
！

☑介護事故の原因分析や再発防止策に
正解はない

☑「利用者や、介護職員のために」
という気持ちを大切に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！



３

ここまでご視聴いただき、ありがとうございました。

市職員



３

ここまでご視聴いただき、ありがとうございました。

市職員

今回は与薬事故を取り上げ、
事故の原因分析や再発防止策などについて

ご紹介しましたが、
それ以上に大切なのが…



“利用者や介護職員が
つらい思いをしないために”



３

という気持ちではないでしょうか。
冒頭のエピソードでは、誤薬事故によって

利用者も介護職員もつらい思いをしていましたよね？

市職員

“利用者や介護職員が
つらい思いをしないために”



３

という気持ちではないでしょうか。
冒頭のエピソードでは、誤薬事故によって

利用者も介護職員もつらい思いをしていましたよね？

市職員

“誰にもつらい思いをしてほしくない”
という気持ちを大切にしながら、
様々な視点から事故を分析し、

再発防止策に活かしていただけるとありがたいです！

“利用者や介護職員が
つらい思いをしないために”



ご視聴ありがとうございました

アンケートにご協力ください♪

【アンケートの回答方法】

① 右のQRコードを読み取り，webで回答
（簡単です！）

②高知市HPからアンケート用紙をダウンロー
ドし，FAXまたはメールで回答


